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午後１時４５分開会 

○教育長 それでは、ただいまから本年第６回足立区教育委

員会定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって会議は成

立いたします。 

  それでは、これより審議に入ります。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 初めに、会議録署名員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名員に小川委員、葉養委員をご指名いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 それでは日程第１、第４６号議案を議題といたし

ます。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第１、第４６号議案 夏季休業期間短縮の

見直しについて。 

  以上。 

○教育長 第４６号議案について、宮本学校教育部長から説

明をお願いいたします。 

  学校教育部長。 

○学校教育部長 お手元の資料の２ページ、第４６号議案説

明資料をご覧願います。 

  件名・所管部課名は記載のとおりでございます。足立区

立小・中学校では、平成１９年度から夏季休業期間を５日

間短縮し、学力向上対策の集中的な取り組み期間として活

用して、学力向上を図るとともに、年間を通してゆとりあ

る教育活動を進めてまいりました。 

  本議案は、その夏季休業期間の見直しを行うというもの

でございます。見直し内容につきましては、平成２９年度

から夏季休業期間を８月３１日までに改めるというもの

でございます。 

  変更する理由につきましては、３に記載のとおりでござ

います。５点ございます。土曜授業の実施により、授業時

数は３０時間程度確保できているということ。８月最終週

を個々の課題に応じた指導に充てることができること。児

童・生徒にとって、学校では得られない体験や活動等への

参加の機会を得ることができること。学力向上に向けた校

内体制の準備期間を確保することができ、また教職員の研

修や教員免許更新講習の受講機会を確保できること。部活

動の大会について、ゆとりある日程編成が可能となること

でございます。 

  なお、二期制につきましては、４に記載のとおり、次期

学習指導要領改訂を見据えつつ、引き続き検討してまいり

ます。 

  今後につきましては、平成２８年度中に学校行事の組替

えと精選を行って、授業時数の確保を図り、また保護者や

地域等に説明・周知を行っていく予定でございます。 

  説明は以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第４６号議案についてご質問・ご意見がありましたら、

委員のご発言をお願いいたします。 

  小池委員。 

○小池委員 ２つお願いがあります。１つは（２）の「個々

の課題に応じた指導に充てる」というところで、区の学力

調査の結果のＳＰ表分析したもの。それから日ごろのワー

クテストの学力ポートフォリオによって、子どものつまず

きを見据えたもの。それをやはり小学校と中学校できちん

と実施して、その結果の個々の対応をしてほしいというこ

とが１点です。 

  それから２点目ですけれども、（３）の「児童・生徒に

とって、学校では得られない様々な自然体験、地域活動等」

になっていることで、少連協のほうでキャンプをやってい

ると思うのですね。なかなか経済的にご家庭では出かけら

れないというところもあると思いますので、是非そこら辺

を呼びかけていただいて、そういう子どもたちが、自然体

験ができるように積極的に進めていただければと思いま

す。 

  よろしくお願いしたいと思います。 

○教育長 どうですか。学校教育部長。 

○学校教育部長 小池委員からの要望。これをきちんと実行

できるように、各学校に周知をしてまいりたいと考えてお

ります。 

○教育長 夏休みが長くなったというのではなくて、その期
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間をどう使うのかが非常に重要だと思いますので、今の小

池委員のご意見を参考に、十分尽くしてほしいと思ってい

ます。 

  ほかにいかがでしょうか。青少年課長。 

○青少年課長 少連協のキャンプにつきましては、その前段

階でジュニアリーダーの育成講座も夏休みに行っている

ところもございますので、そちらも含めて進めてまいりた

いと考えております。 

○教育長 体験ということも非常に重要なテーマですので、

この夏休みを使って、しっかり取り組んでいただきたいと

思います。 

  ほかはよろしいでしょうか。どうぞ、葉養委員。 

○葉養委員 これは意見ではないのですけれども、（４）の

教員免許更新講習のところは、私、随分やっているのです

けれども、８月上旬が多いのですね。 

  ですから、これは聞かれたときに実際にやっているケー

スがあるということを調べておいていただいたほうがい

いのではないかと思います。よろしくお願いいたします。 

○教育長 コメントは何かございますか。 

  学校教育部長。 

○学校教育部長 確認の上、対応してまいりたいと思います。 

○教育長 ではよろしくお願いいたします。 

  ほかはいかがでしょうか。 

（なし） 

  無いようですので、これより第４６号議案、夏季休業期

間短縮の見直しについてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

  続いて、日程第２、教育長報告を議題といたします。今

回は担当所管からの報告事項にかえさせていただきます。 

  ご質問等は全ての報告が終わりましたら、一括してお受

けいたしますので、よろしくお願いいたします。 

  初めに、①について杉岡教育政策課長、お願いします。 

  教育政策課長。 

○教育政策課長 報告資料の３ページをお開きくださいま

せ。件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  放課後子ども教室の２７年度の実績でございますけれ

ども、６９校中週５日実施校６８校。また、全学年実施校

５７校でございます。 

  （４）の登録児童数、記載のとおりでございますけれど

も、年々登録児童数及び延べ参加児童数は増加してござい

ます。 

  ２番の平成２８年度の方針でございます。１つには、事

業内容の充実ということで、放課後子ども総合プランに基

づいて、計画的な実現をしてまいります。 

  また、（２）の安定運営の支援ということで、記載のと

おり４点。情報交換、情報共有も図りながら、支援をして

まいります。 

  今後の方針でございますけれども、各実行委員会、また

は学校と協議しながら、継続的、安定した運営に努めてま

いります。また、昨年度、放課後子ども総合プラン策定を

いたしましたので、それに基づいて、自由遊び、自主学習

の機会提供、そしてさらに体験プログラム、これをさらに

充実していこうという形で進めてまいります。 

  報告、以上でございます。 

○教育長 次に②について、浮津教育指導課長、お願いしま

す。 

  教育指導課長。 

○教育指導課長 それでは、４ページ。ご報告をさせていた

だきます。「教科書発行者との不適切な接触等に係る事故

に関する発令について」です。 

  教科書発行者との不適切な接触ですが、本区不適切接触

者が、他区において採択業務にかかわった５名を含めて、

１４名ということになっております。小学校１１名、中学

校３名。 

  東京都の処分・措置が決まりましたので、懲戒処分者は

今回はおりませんでした。措置が文書訓告８名、口頭注意

が５名となっております。１名は他区に４月１日付で異動

しております。 

  教育委員会の措置ですけれども、２７年度２名。これは

再任用または退職等にかかわる教員ですので、昨年度中に

措置を行っております。この３月９日、１名、３月３０日、
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１名です。残りの１１名に関しては、６月２日、３名、６

月３日、６名、６月６日、２名、計１１名。措置を行って

おります。 

  また、今後、校長会等で、教科書採択に係る不適切な接

触が無いように、改めて指導してまいりたいと思います。 

  私からは以上です。 

○教育長 続いて③について、稲本学校施設課長、お願いし

ます。 

  学校施設課長。 

○学校施設課長 それでは、５ページをお開きください。件

名・所管部課名については記載のとおりでございます。 

  今年２月、アメリカ政府は人工芝充てん剤、ゴムチップ

でございますが、こちらの安全性について調査を開始する

と発表いたしました。 

  我が国におきましては、メディアでの報道がございまし

た関係で、非常に保護者からの問い合わせが多いというこ

とでございますので、現時点における安全性について報告

するものでございます。 

  国の対応でございますが、アメリカ政府の発表後、厚生

労働省がゴムチップと健康被害の関連性について、調査を

開始し、本年度中に結果を発表するとしているところでご

ざいます。 

  足立区における対応でございますが、人工芝設置校１７

校。こちらにおきましては、製造メーカーから品質規格書、

あるいは製品安全データシートなどの提出により、成分を

確認しているところでございます。 

  ゴムチップにつきましては、全て国産、国内生産品でご

ざいまして、アメリカ製は無いというところでございます。 

  ２１年度より人工芝を我が区では導入していますが、子

どもらの健康被害という事例は今のところ報告を受けて

いないところでございます。 

  安全性につきましては、子どもらの健康被害の事例も無

いことや、国産品を指定していること、また製造メーカー

からの独自調査により、安全性に特に問題は無いというと

ころでございます。 

  今後の方針でございますが、厚生労働省、文部科学省、

ほかの自治体及び各種メーカーの動向を注視しながら、適

切な対応を図るといったところでございます。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 続いて④について、渡辺学校改築担当課長、お願

いします。 

  学校改築担当課長。 

○学校改築担当課長 ６ページお願いいたします。件名・所

管部課名、表記のとおりでございます。 

  １、基本構想。（１）基本方針ということで、１番から

７番までございます。成長を実感できる教育施設から、利

用しやすく人と環境にやさしい施設ということで方針が

ございます。 

  ２、基本計画の概要についてでございます。鉄筋コンク

リート造５階建て、敷地面積約１万２，０００平米。延べ

床が約１万平米程度を計画しております。 

  建物について、校舎棟のところで校舎については５階屋

上プール、２階から４階までが普通教室。２階に管理諸室。

１階に地域連携室等ございます。 

  校庭はトラック、１５０メートルトラックと８０メート

ル直線ということでございます。 

  詳細につきましては、別添、今回、つけさせていただき

ました。「基本構想・基本計画書（案）」ということで、詳

細は記載させていただいております。 

  今後の予定でございます。平成２９年３月、旧上沼田中

学校に仮校舎ということで引っ越しいたしまして、２９年

４月から８月の間に既存校舎の解体工事。２９年の９月か

ら平成３１年２月まで新校舎の建築で、３１年４月に新校

開校でございます。 

  今後の方針につきましては、統合地域協議会と十分な協

議を図りながらスケジュール管理を行い、開校に向けて進

んでいきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○教育長 続いて、⑤と⑥について、上遠野子ども政策課長、

お願いします。 

  子ども政策課長。 

○子ども政策課長 資料７ページをご覧ください。件名・所

管部課名につきましては記載のとおりでございます。 

  まず、歯科健診の目的でございます。足立区の子どもた

ちは残念ながら未処置のむし歯を持つお子さんが多い状

況がございます。ですので、むし歯の増えやすい４歳から

６歳を対象に、歯科健診と受診勧奨、そしてその後の結果

分析・フィードバックをセットといたしました「あだちっ



4 
 

子歯科健診」を実施することで、むし歯の早期治療・予防、

そして引いては子どもの貧困対策にもつながるように取

り組みを進めているものでございます。 

  対象者ですけれども、通園の有無にかかわらず、４歳か

ら６歳までの幼児を対象としております。 

  ３番、実施状況の概要でございます。（１）、こちら施設

での実施率となりますけれども、区内の全ての幼稚園・保

育園などで、全体では９３．６％の施設で実施しておりま

す。 

  施設での受診率につきましては（２）になりますが、９

８．８％。未通園児・区外通園児が低くて６．８％という

ような状況でございます。 

  こちらの未通園児につきましては、なぜ受診しないのか

というような検証、希望しない理由をはがきで返していた

だいておりますが、２５％の方については返信をいただい

ているところでございます。 

  ８ページに移りまして、結果でございます。残念ながら

（１）ですが、「あだちっ子」の歯科健診、２３区全体の

平均と比べますと、全ての年代でむし歯が多いという状況

でございます。 

  下の５番に移りますけれども、ただし、まだまだむし歯

は多いのですが、こういう取り組みを進めることで、５番

の（１）、例えば６歳児ですけれども、この３年間で１０

ポイントほど虫歯が減少しているという成果も出てきて

いるところでございます。 

  ９ページ、「今後の課題と方向性」ですけれども、こち

らにつきましては、特にむし歯になりやすい歯を親御さん

に仕上げ磨きをしていただくところで、ここが中心という

ところを磨いていただくように伝えること。あるいは活用

できるワークシートなどを作成し、各施設で利用していた

だく。 

  そして、今回の調査結果で特にむし歯がある子の割合が

多かった園につきましては、保健センターの歯科衛生士が

直接訪問いたしまして指導するなど、取り組みを進めてま

いりたいと考えているところでございます。 

  なお、詳細につきましては別添の「あだちっ子歯科健診

実施結果報告書」をご覧いただければと思います。 

  続きまして、１０ページでございます。件名・所管部課

名は記載のとおりでございます。子ども・子育て支援新制

度の施行に伴いまして、自治体には保育の「量」の確保と

ともに「質」の向上を図るというような権限が付与されて

います。 

  今回、この権限に基づきまして、区でも指導検査なども

行っていかなければならないのですけれども、それに向け

まして、指導検査の基準であるとか、あるいは足立区とし

て求める各施設の質の確保のためのガイドラインを策定

いたしまして、取り組んでいきたいと考えております。そ

れに伴いまして、保育の質のガイドライン検討委員会を設

置させていただきます。 

  ３番に飛びますけれども、学識経験者としてこの３名の

先生方からアドバイスをいただきながら作成していきた

いと考えております。 

  ４番、スケジュールですけれども、まず指導検査基準に

つきまして、秋までに取りまとめていきたいと考えており

ます。 

  ガイドラインにつきましては、年度内の策定を考えてい

るところでございます。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 続いて、⑦について、金子待機児ゼロ対策担当課

長お願いします。 

  待機児ゼロ対策担当課長。 

○待機児ゼロ対策担当課長 それでは、報告資料１１ページ

をご覧ください。件名・所管部課名は記載のとおりでござ

います。 

  平成２８年４月１日現在、待機児童数は３０６人となり

ました。その集計の内訳を１の表に記載してございます。

表の上段に記載してございます利用申し込み者数での合

計が、右端に記載のとおり、１万１，７６５人。これから

認可保育所等、保育施設の在園児数、中段に記載してござ

いますが、［Ｂ］の合計１万１，１８３を引き、なお東京

都認証保育所利用等の国定義による待機児童に含めない

児童数、こちらの合計数［Ｃ］を２７６と記載してござい

ますが、こちらを差し引きまして、３０６人という計算と

なってございます。 

  次に、年齢別待機児童数との前年比でございますけれど

も、２の表に記載しております。表の一番下の段でござい

ますが、左側のゼロ歳児につきましては前年比２５人増。

その他の前年につきましては減少で、全体では、前年比１
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６人減となってございます。 

  続きまして、保育定員数の推移でございますけれども、

３の表に記載してございます。２８年度におきましては、

２７年度から４８５人増で、定員１万３，０９４人となっ

てございます。 

  資料の１２ページをお開きください。４の表に申請事由

別待機児童数の推移を記載してございます。特に、２８年

のフルタイム就労世帯の児童。こちらが８８人。前年比５

人減とはなりましたけれども、高どまりの状況となってご

ざいます。その他の事由につきましては、記載のとおりで

ございます。 

  そのフルタイム就労世帯児童数をブロック別にあらわ

したものが、５の表でございます。２８年度におきまして

は、最も多い地域につきましては、昨年度と同様に１ブロ

ックの千住地域で３４人。次いで６ブロックの綾瀬地域で

１１人となっております。 

  なお、千住地域につきましては、フルタイム就労世帯以

外の児童数も含めますと５８人。こちらは前年比で２３人

減となりましたけれども、依然として区内で最も多い地域

となってございます。２番目に多い地域は綾瀬地域で、総

数３９人。前年比で７人増となってございます。 

  ６の「入所状況及び待機状況の詳細」につきましては、

１３ページと１４ページに記載のとおりでございます。 

  最後、今後の方針でございますけれども、平成３０年４

月待機児童ゼロに向けて、さらに地域別の分析を進めてま

いりまして解消策を検討し、「足立区待機児童解消アクシ

ョン・プラン」の改定を行ってまいります 

  報告は以上となります。 

○教育長 続いて⑧について、森田子ども施設運営課長お願

いします。 

  子ども施設運営課長。 

○子ども施設運営課長 それでは資料の１５ページをご覧

ください。件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  区立園におきまして、昼休憩時間に係る園行事等により

発生しました超過勤務手当につきまして、未請求分の遡及

支給を行いましたので報告するものでございます。 

  １番の対象期間でございますが、平成２６年度、２７年

度の２カ年分ございます。 

  対象者は、上記対象期間に区立保育園、区立認定こども

園に在籍していた職員でございます。 

  遡及実績時間、支給額については３番、４番に記載のと

おりでございます。 

  遡及支給に至った理由でございます。１つ目といたしま

しては、実態調査を行った結果、超過勤務手当の請求漏れ

が判明したためでございます。２つ目としまして、お泊ま

り会ですが、このお泊まり会というのは５歳児の夏を対象

に、保育園で一緒に寝泊まりするという行事でございまし

て、これまでは保護者が主催して、園が協力するという形

をとっておりました。そのため、職員はボランティア対応

で参加していたわけですが、実態として、保育士を中心に

実施していたとわかりましたので、ボランティア対応では

なく、保育園の業務として位置づけたため、遡及支給する

ことになりました。 

  ６番の超過勤務手当の対象業務でございますが、１番と

いたしましては勤務時間が８時間を超える場合に付与さ

れる１５分の休憩で、休憩を取得できず、やむを得ず労働

した場合。それが確認された場合は支給するということ。

２番目に、昼の４５分休憩ですが、休憩が取得できずに労

働実態が確認された場合に支給するということ。次ページ

でございますが、３番の「お泊り会」は先ほど申したとお

りでございます。４番の「その他」といたしまして、勤務

実績が明らかであるが、手当が未請求になっている場合に

ついて、労働実態が確認された場合には支給するというこ

とでございます。 

  今後の方針でございますが、保育施設であることの特異

性に鑑みまして、職員間で補うなど、仕事の割り振りに工

夫を行った上で、なお超過勤務が発生する事態につきまし

ては、手当を支給して、対応していきたいと考えておりま

す。 

  私からの報告は以上でございます。 

○教育長 それでは、⑨について、千ヶ崎子ども施設入園課

長お願いします。 

  子ども施設入園課長。 

○子ども施設入園課長 それでは、私から報告案件⑨につい

て、お手元の資料１７ページに基づき、ご説明させていた

だきます。件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  平成２８年７月１日付で、東京都認証保育所「さわやか

保育園梅島」の運営母体が、東京リビングサービスからニ
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チイ学館へと変更になる報告でございます。 

  理由といたしましては、保育士の確保難などを理由に、

保育の質の向上を図ることが難しくなっており、より安定

した保育事業を実施できる事業者へ株式の譲渡を決めた

と事業者は説明をしております。 

  今回の変更に当たりましては、都内に７つ保育施設がご

ざいまして、この７つを１つの株式会社化し、その株式を

譲渡することとなります。 

  このため、現行の保育士や保育理念など、それから、保

育料も含めて、少なくとも２年間は現状のまま継続させ、

事業や保護者へ影響が出ないようにすることを譲渡の条

件としております。 

  なお、今回の変更につきましては、東京都が最終的に判

断をするものではありますが、区といたしましても保育の

継続性や保育料などが引き継がれているかなど、東京都と

情報を共有しながら、巡回訪問などにより、引き続き確認

を行っていくことを考えております。 

  私からの報告は以上です。 

○教育長 続いて、⑩について、西野教育相談課長お願いし

ます。 

  教育相談課長。 

○教育相談課長 では、資料の１９ページをご覧いただきた

いと存じます。内容は、スクールソーシャルワーカーの昨

年度の活動の内容と、今年度の枠組みでございます。 

  １９ページの１番をご覧いただきたいと存じます。昨年

度、トータルで１８７件のご相談を受けましたが、そのう

ち８１件は、これは、例えば保護者の方々とのよりよいコ

ミュニケーションの築き方についてとかアドバイスを差

し上げたものが半分弱でございます。継続的にさまざまな

形でかかわったものが１０６件でございます。 

  ちょっとページをめくっていただきまして、２０ページ

をご覧いただきたいと存じます。１の上のほうでございま

すが、その１０６件のうち、まずはとりあえず安定して、

何らかの解決を見たものが１７件でございます。やはり現

在、年度を超えましても、まだ支援を継続しているものが

圧倒的に多い状況でございます。 

  下のほうでございます。２番ですが、どういった内容の

ご相談を受けているかですが、やはり不登校が圧倒的に多

くございます。次に、ご家庭への支援。これをどういう形

でというのがその次に続くところでございまして、この２

つで圧倒的なパーセンテージを占めているところでござ

います。 

  それで、次の２１ページでございますけれども、とりあ

えず好転した理由・事例を幾つか書かせていただきました。

やはり進学等ができたというのが非常に大きいことかな

と思っておりますけれども、恐らくまだこの中には、例え

ば、別室登校から教室復帰ができましたが、今後、ご相談

を受けることになるケースというのもまだあるのではな

いかと考えております。 

  それから、２１ページの下の４番でございます。これは

昨年度７校にモデル実施させていただきましたので、学校

のご意見をざっくばらんに伺ったところなのですが、よく

動いてくれたということはあるのですけれども、やはり一

番最後の行でございます「すぐに改善に結びつけるのが難

しいケース」がなかなか多いという率直なご感想もいただ

いておりまして、引き続き、今年頑張っていきたいと思い

ます。 

  それで１９ページのほうに戻っていただきたいと思い

ます。昨年度もさまざまな形で周知活動や研修をやってお

りましたけれども、２８年度５２校という派遣対象でござ

います。昨年以上に連携ということをキーワードにいたし

まして、今年度、事業を進めていきたいと考えております。 

  私からの報告は以上でございます。 

○教育長 それでは⑪について、高橋こども家庭支援課長お

願いします。 

  こども家庭支援課長。 

○こども家庭支援課長 件名につきましては、「足立児童相

談所の建替えに伴う仮設施設の設置計画の変更について」

でございます。お手元資料の２２ページをお開きいただけ

ればと思います。 

  東京都の足立児童相談所の建替えにつきましては、現在、

西新井本町にありますが、隣接する区立あみだ橋公園で仮

設を建てて、それで現在位置に足立相談所を建替えるとい

う方向と連絡が来ていたところなのですが、今般、仮設の

建物について、２カ所に分けて設置するという方向の連絡

が来た件につきまして、報告させていただくものでござい

ます。 

  １の部分、これまでの建替え計画でございますが、隣接
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する区立のあみだ橋公園に仮設の児童相談所を設置して、

現在ある場所に新しい建物を建てるというものでござい

ました。 

  変更後、２の部分でございます。仮設の児童相談所、足

立児童相談所につきましては、相談所機能部分と一時保護

所機能部分。この２つの機能を持っております。 

  この一時保護所の機能と相談所の機能を分けまして、設

置するという方向でございます。 

  （１）のあみだ橋公園には一時保護所機能の部分を設置

し、（２）の足立区江北三丁目にある都有地に、相談所機

能の部分の仮設を建てるという形で進めたいというもの

でございます。 

  代替広場につきましては、これまでと同じ隣のあみだ橋

公園を活用するというものでございます。 

  スケジュール等につきましては、前回、報告させていた

だいているものと変わりない状況でございます。 

  右のページにつきましては、それは建物の位置関係等を

表記させていただいたものでございます。 

  今後、東京都から情報提供があり次第、関係所管と調整

しながら進めていきたい思っております。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 次に、⑫について、上遠野子ども政策課長お願い

します。 

  子ども政策課長。 

○子ども政策課長 お手元の別冊資料の１ページをご覧く

ださい。追加報告でございます。件名・所管部課名につき

ましては、記載のとおりでございます。 

  子ども・子育て支援法で、各自治体では「子ども・子育

て支援事業計画」を定めることとされています。足立区に

おきましては、既に平成２７年３月に必須記載事項となっ

ております幼児教育・保育の量の見込みと確保の方策の部

分につきましては、策定させていただいたところでござい

ます。 

  今回は、それに加えまして、任意記載事項部分につきま

して、現在、策定中の足立区の基本計画、あるいは教育振

興計画などと整合性を図りながら、作っていきたいという

ものでございます。 

  １番のところの図でございますけれども、基本構想・基

本計画・そして教育大綱。あるいは分野別計画となります

教育振興計画と子ども・子育て支援事業計画との関係性を

あらわしたものでございます。それぞれと整合するように

作っていきたいと考えております。 

  ２番、策定スケジュールでございます。１ページの下で

ございますけれども、今後、素案などを策定いたしまして、

教育委員会にもご報告などを差し上げながら、地域保健福

祉推進協議会にご意見をいただいて、策定を進めてまいり

ます。 

  予定といたしましては２ページにありますが、１１月ご

ろにパブリックコメントの実施。そして来年１月には教育

委員会での議決を得たいというようなスケジュールで考

えているものでございます。 

  私からは以上です。 

○教育長 以上、１２件報告がありました。各委員から質疑、

ご意見がありましたらご発言をお願いいたします。いかが

でしょうか。 

  葉養委員。 

○葉養委員 「放課後子ども教室の平成２７年度実施状況と

平成２８年度の方針について」の箇所なのですけれども、

登録児童数とか延べ参加児童数というのが非常に増えて

いる領域ですよね。全般的にもこの領域はうまく行ってい

るとされているのではないかと思うのですけれども、こう

いう行事の中で、例えば学力向上とかそういう関係のプロ

グラムというのはどの程度入っているのか。 

  自主学習の機会提供というのは入っていますけれども、

せっかく子どもがこれだけ集まっているところなので、そ

れを資源として生かしながら、何か基礎学力、子どもの基

礎・基本を充実するプログラムみたいなものとリンクでき

ないかなと感じるのですけれども、現状を教えていただけ

ればと思います。 

○教育長 生涯学習振興公社事務局長。 

○生涯学習振興公社事務局長 子どもの児童の放課後の過

ごし方というのは非常に子どもの成長に大きな意味を持

つということで、私どももしっかり討議にかけているとこ

ろでございますが、基本的には自由遊び、自主学習という

ことで、そこに携わっている支援者も見守りが中心になっ

ているということで、地域の方のボランティア的な活動の

中でやっていただいている状況でございます。 

  やはり、ここでも学習という面、重要な課題として考え
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てございますが、現状の今の支援体制の中では、課題も多

いものかと考えてございます。ただ、今夏から夏休みでの

モデル事業にも取り組む案を、報告できるような状況では

ないので後ほど報告させていただきたいとは思っている

ところでございますけれども、その中で何か取り組めない

かと模索し始めているという状況でございます。 

  本格的に実施するために先ほど言いました支援体制を

少し組みかえていかなければいけない。模索していかなけ

ればならないというところが大きな課題であることを考

えてございます。 

○教育長 よろしいでしょうか。 

  杉田委員。 

○杉田委員 今の放課後子ども教室のことなのですが、スタ

ッフは見守りということで、一緒には遊べないというのは

わかっているのですが、ここの「事業内容の充実」という

ところで、まだ全学年未達成校１２校あって、週５日やっ

ていない学校がある。これは、多分、理由があってのこと

だと思うのですが、この辺は、今後、どうされようとして

いるのか、教えてください。 

○教育長 生涯学習振興公社事務局長。 

○生涯学習振興公社事務局長 各校の置かれている環境で

それぞれ事情が違うというところで、全学年実施ができて

いないところがございます。例えば、物理的に教室が足り

ないとか、それから周辺の通学路の交通量が多く危険だと

いうことで、指導員さんが来ているときでないと１年生は

帰せないのではないのということがあったりいたします。 

  それと、そういうことに関して、支援員さんがかなり慎

重になっているケースもございますので、物理的な問題は

学校も含めて何かできないかとご相談申し上げていると

ころに、支援員さんにも十分ご理解いただきながら、今、

進めているところでございます。 

  ただ、統合があったり、やはり物理的にかなり厳しいと

ころがあるので、全校実施にはもう少々時間がかかると考

えているところでございます。 

○杉田委員 ありがとうございます。 

○教育長 よろしいですか。ほかいかがでしょうか。 

  小川委員。 

○小川委員 教えてほしいのですが、認証保育所のさわやか

保育園梅島の運営母体が変更されるということで、さわや

か保育園梅島自体はこの東京リビングサービス株式会社

が、平成１５年１０月１日に始めた。今は２８年ですから

１３年なのですけれども、多分、これは１０年でしたっけ。

この認証の認可は。 

  これは期限はないのですか。期限がないから、ずっと１

３年やっているのですか。 

○教育長 子ども施設入園課長。 

○子ども施設入園課長 ご質問の意図としては、認証保育所

を期限で区切って認定しているのかという話ですか。 

  今のところ、そういうことは無いです。 

○教育長 区立ではなくて、私立。 

○小川委員 そういう意味ですね、認証として。 

  ただというのも変ですけれども、ただ、多分、巡回で指

導には回られていると思うので、そのあたりで問題が何か

あったのだろうと思うのですが、今度、この東京リビング

サービスさん、いわば勝手にニチイになるわけじゃないで

すか。 

  そのあたりは、何も区として、ただここに挙げた条件だ

けで、会社の運営が変わったからこうなりますというのが、

そのままこちらがそれでいいですよと言ってしまってい

いのですか。 

○教育長 子ども施設入園課長。 

○子ども施設入園課長 認証保育所につきましては、東京都

が認証している制度でございます。今回のこの説明にもご

ざいましたとおり、ほかの区でも実は運営をしております。

保育園７園をやっております。 

  足立区としてこの関わり方なのですけれども、実は東京

都から、話がいろいろありまして、こういうスケジュール

で、今後、進めていくということがございまして、私ども

としては、ここに意見を述べることはできても、最終的に

それがいいとか悪いとかという判断はできない状況でご

ざいます。 

  ただ、区民の方が入園されている施設でございますので、

我々としても注意深く見守っておきたいということ。それ

から、説明会の中で、梅島の保育園から、保護者からは特

に変わることについて、質問はありましたけれども、特に

大きな意見は無かった。 

  それから、その後も、保育園で相談窓口を設けておりま

して、その状況はどうかと確認をしたら、そこにも特に相
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談も上がってきていないという状況です。 

  契約の内容のとおり、きちんと今後の保育が、これまで

の保育理念とか先生とかが引き継がれているかどうかを

我々はきちんと確認をしていくことが努めだと考えてお

ります。 

  以上です。 

○小川委員 ありがとうございました。 

○教育長 ほかはどうでしょうか。よろしいですか。 

（なし） 

  ほかに無いようですので、報告事項を終了いたします。 

  それでは、本年第６回足立区教育委員会定例会を閉会い

たします。 

  お疲れさまでした。 

午後２時２３分閉会 
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保護者 
 

 
 

１ あだちっ⼦⻭科健診の概要 
（１） 目的 

足立区の子どもの歯･口の健康状況は、「むし歯がある子の割合が特別区平均より高い」

「未処置歯をもつ子の割合が高い」「歯や歯肉に所見がある子の割合が高い」など、課題

が多い状況です。そこで、平成２６年度から「足立区糖尿病対策アクションプラン－歯科

口腔保健対策編－」の一環として、むし歯が増えやすい４歳(年少児)～６歳(年長児)を対

象に、(公社)東京都足立区歯科医師会、各保育施設、認定こども園、幼稚園等が連携、協

調しながら、①統一基準の歯科健診、②丁寧な受診勧奨、③集計・分析・フィードバック

をセットにした「あだちっ子歯科健診」を実施し、これまで以上に、未就学児のむし歯予

防および早期の治療に繋がるよう、取り組みを進めています。 

 

 

 

 
 

（２） 対象者 

通園の有無に関わらず、４歳(年少児)から６歳(年長児)の幼児を対象に実施しました。 

  ※区内の保育園、認証保育所、認定こども園、幼稚園においては、在籍する区外在住

者も含めて実施 

（３） 実施方法及び今後の目標 

① 統一基準の歯科健診 

足立区歯科医師会に委託(区立認定こども園のみ嘱託医)し、施設および会員歯科診療所

にて歯科健診を実施します。足立区歯科医師会のご協力のもと、２回の施設内健診、会員

診療所での未受診者健診等を行い、さらなる受診率向上を目指します。 

② 受診勧奨 

各保育施設・認定こども園・幼稚園のご協力のもと、保護者への丁寧な受診勧奨と受診

報告書の確認をしていただき、未治療の子どもを減らします。 

③ 結果集計・分析・フィードバックと役割分担 

各施設は歯科健診結果を区へ報告し、区は個別結果を個人情報の適正な管理のもと保健

衛生システムに登録の上、集計・分析します。分析結果から、園児や保護者が望ましい

生活習慣を獲得できるよう、効果的で具体的な「歯・口の健康づくりの取り組み」を検

討・実施していきます。 

(図１) あだちっ子歯科健診フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 あだちっ⼦⻭科健診実施結果報告書
⾜⽴区糖尿病対策アクションプランー⻭科⼝腔保健対策編― 

各保育施設・こども園・幼稚園 

足立区 

①統一基準の歯科健診実施 

集約・データ入力 

結果により、 

歯科医院受診(治療・相談)

治療終了(治療中を含む)

各施設へ 

歯科受診報告提出 

健診結果･受診状況の集計報告 

②丁寧な受診勧奨 

受診結果報告受領 

③集計･分析･フィードバック 

【あだちっ子歯科健診のポイント】 

① すべての４～６歳児に統一基準(帳票、健診基準等)の歯科健診を実施 

② 健診後、歯科受診が必要な子どもの保護者に丁寧な受診勧奨を実施 

③ 歯科健診結果の集計・分析・フィードバックを実施 

・結果分析、各施設へ報告 

・今後の方針の検討 

フィードバック 
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２ あだちっ⼦⻭科健診の実施状況 
（１） 実施施設および実施時期 

年少クラス以上がある区内全ての保育施設、認定こども園、幼稚園に呼び掛け、９３．

６％の施設で実施しました。また、区内の保育施設、幼稚園等に通っていない子どもに個

別通知することで、全ての４〜６歳児に歯科健診の機会を提供しました。 

 施設数 参加数 参加率 実施時期 備考 

私立幼稚園 

私立認定こども園 
53 51 96％ 平成 27 年 5 月〜7月  

区立保育園 

区立認定こども園 
39 39 100％

平成 27 年 9 月〜11 月

こども園の年中年長のみ、平成

27 年 5 月〜7月実施 

私立保育園 

公設民営保育園 
62 62 100％  

認証保育所 19 10 53％ 年少クラス以上を有する施設 

未通園児等 
H27.12.1 を基準日とし対象

者を抽出 
平成 27 年 12 月〜1月

未通園児及び区外通園児に通

知を送付 

                       ※２６年度は、認可保育園および一部の認証保育所で実施 

 

 （２） 受診状況（各施設からの集計報告による実績値） 

     施設内における歯科健診の受診率は９８．８％、未通園児等は６．８％でした。 

※在籍者は、区外在住者を含む 

※未通園児の在籍者は、対象者数を記載 

 ４歳(年少) ５歳(年中) ６歳(年長) 合計(人数) 

在籍者 受診者 在籍者 受診者 在籍者 受診者 在籍者 受診者 受診率

私立幼稚園 

私立認定こども園 
2,927 2,872 3,058 3,011 3,240 3,200 9,225 9,083 98.5％

区立保育園 

区立認定こども園 
829 827 904 897 929 921 2,662 2,645 99.4％

私立保育園 

公設民営保育園 
1,234 1,226 1,209 1,199 1,143 1,136 3,586 3,561 99.3％

認証保育所 50 48 16 16 7 7 73 71 97.3％

未通

園児

等 

未通園児 427 52 220 17 228 6 875 75 8.6％

区外通園児 190 11 224 7 203 8 617 26 4.2％

合計 5,657 5,036 5,631 5,147 5,750 5,278 17,038 15,461

受診率 89.0％ 91.4％ 91.8％ 90.7％

 
（３） 未通園児等の未受診理由 

    歯科健診の個別通知の際、健診を希望しない場合にその理由を記載し投函するハガキ

を同封し、その返信率は未通園児が１７．４％、区外通園児が３５．４％でした。 

 
対象者 

歯科健診受診 希望しないハガキ 未連絡 

受診者 受診率 返信数 返信率 人数 割合 

未通園児 875 75 8.6％ 139 17.4％ 661 75.5％ 

区外通園児 617 26 4.2％ 209 35.4％ 382 61.9％ 

合計 1,492 101 6.8％ 348 25.0％ 1,043 69.9％ 

最も多い理由（複数回答可）は、未通園児が「現在歯科医院に通院している」５６．

１％、区外通園児が「通っている施設で受けた」８０．９％という結果でした。 
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（４） 「足立区保健衛生システム」登録数(足立区民で、適正にシステム登録できた人数) 

     「足立区保健衛生システム」に登録した人数は、14,699 名で、平成２７年４月１日を

基準日とした対象者の「あだちっ子歯科健診」受診率は、８６.４％です。 
 

※対象者は、H27.4.1 を基準日とし抽出 

 ４歳(年少) ５歳(年中) ６歳(年長) システム登録合計(人) ※未通園児等で

通所施設で健診

を受けた子(人)対象者 登録者 対象者 登録者 対象者 登録者 対象者 登録者 

人数 5,670 4,829 5,620 4,856 5,728 5,014 17,018 14,699 218

区民の受診率 85.2％ 86.4％ 87.5％ 86.4％  

 
３ ⻭科健診結果 
  足立区保健衛生システムに登録した子どもの歯科健診結果は、以下のとおりです。 

 

（１） むし歯の状況 

   ① 年齢別・むし歯がある子どもの割合(乳歯) 

乳歯にむし歯がある子の割合は、年齢が上がるごとに増加しています(図２)。また、全

ての年齢で、２６年度の特別区平均を上回っています。 

 

   (図２）乳歯にむし歯がある子どもの割合  (図３) 参考:平成 26 年度特別区平均 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

② 施設別・むし歯がある子どもの割合(乳歯) 

年齢別にり患率を比較すると、各施設とも、年少から年中児の増加幅の方が、年中から

年長児の増加幅より大きくなっています。 
※認証保育所・未通園児等はサンプル数が少ないため分析から除いています 

 ４歳(年少) ５歳(年中) ６歳(年長) 

受診者 むし歯有 り患率 受診者 むし歯有 り患率 受診者 むし歯有 り患率

私立幼稚園 

私立認定こども園 
2,681 517 19.3％ 2,755 798 29.0％ 2,954 1,095 37.1％

区立保育園 

区立認定こども園 
820 204 24.9％ 881 315 35.8％ 908 393 43.3％

私立保育園 

公設民営保育園 
1,219 209 17.1％ 1,180 346 29.3％ 1,131 396 35.0％

認証保育所 46 9 19.6％ 16 8 50.0％ 7 6 85.7％

未通園児等 63 20 31.7％ 24 6 25.0％ 14 4 28.6％

合計 4,829 959 19.9％ 4,856 1,473 30.3％ 5,014 1,894 37.8％
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※平成 26 年度東京の歯科保健より
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     (図４) 施設別・乳歯にむし歯がある子どもの割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 未処置のむし歯がある子どもの割合(乳歯) 

年長児では、約４人にひとりが未処置のむし歯を持っています。 
 

(図５) 施設別・乳歯に未処置のむし歯がある子どもの割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ ５本以上むし歯がある子どもの割合(乳歯) 

年長児の５本以上むし歯がある子どもの割合は、年少児の約２．６倍です。 
 

(図６) ５本以上むし歯がある子どもの割合 
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⑤ むし歯の本数分布 

     ４歳と６歳のむし歯本数を比較すると、多数歯にむし歯がある子の割合が６歳に多

くみられます。 

(図７)  年少児(４歳)と年中児(６歳)のむし歯の本数分布比較 
  

 

 

 

 

 
 

 

 

⑥ 永久歯の萌出状況とむし歯 

  ５歳の２．９％、６歳の３８．１％に永久歯が生え始めています。６歳の０．５％の子

どもにむし歯ができていました。 

 

 （図８） 永久歯の萌出状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 受診報告書提出状況（施設からの集計報告による実績値） 

  受診報告書の提出状況の平均値は、約６２％でした。受診報告書の提出時期や確認方法

等を各施設等と確認して、提出率の向上に努めていきます。 
 

※未通園児の受診報告は、ハガキを区に送付する方法で実施しました 

 ４歳(年少) ５歳(年中) ６歳(年長) 合計(人数) 

発行数 報告数 発行数 報告数 発行数 報告数 発行数 報告数 報告率

私立幼稚園 

私立認定こども園 
622 394 806 489 1,027 601 2,455 1,484 60.4％

区立保育園 

区立認定こども園 
271 170 330 197 375 224 976 591 60.6％

私立保育園 

公設民営保育園 
301 212 397 263 415 257 1,113 732 65.8％

認証保育所 17 10 8 4 2 1 27 15 55.6％

未通

園児

等 

未通園児 23 12 7 5 3 1 33 18 54.5％

区外通園児 6 5 1 1 3 2 10 8 80.0％

合計 1,240 803 1,549 959 1,825 1,086 4,614 2,848

報告率 64.8％ 61.9％ 59.5％ 61.7％
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４ 経年⽐からみた成果 

 （１） むし歯がある子どもの割合 

   ① 区立保育園(６歳児)のむし歯は、３年間で約１０ポイント減少 

    （図９）区立保育園の結果（Ｈ２４・Ｈ２７の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 小学１年生のむし歯がある子の割合が、２年間で６ポイント減少 

特別区における順位は、平成２６年度から２２位に上昇しました。 

 

 足立区 特別区平均 

Ｈ２５ ４７.８％ ２３位 ３９.４％ 

Ｈ２６ ４３.７％ ２２位 ３７.０％ 

Ｈ２７ ４１.８％ ２２位 ３４.９％ 

                 (東京都の学校保健統計書) 

 

 

 （２） 足立区糖尿病対策アクションプラン－歯科口腔保健対策編－ 目標と実績 

     ２７年度の実績は、平成２５年度基準値より、向上しています。 

 ２５年度現状 ２７年度実績 ３４年度目標値 

４～６歳の 

歯科健診実施率 

幼稚園     91％ 
(私立幼稚園・私立こども園)

認可保育園  100％ 
(認可保育園、区立こども園)

認証保育所   47％ 

【あだちっ子歯科健診実施率】

幼稚園      96％ 
(私立幼稚園・私立こども園) 

認可保育園  100％ 
(認可保育園、区立こども園) 

認証保育所   53％ 

100％ 

年長児のむし歯

がない子の割合 

46.5％(H24) 

※区立保育園のみ 
62.2％ 70％ 

受診報告書の 

提出率 
－ 

幼稚園    60.4％ 
(私立幼稚園、私立こども園) 

認可保育園  63.3％ 
(認可保育園、区立こども園) 

認証保育所  55.6％ 

80％ 
 

100％ 
 

80％ 

 

26.7%

38.5%

53.5%

24.9%

35.8%

43.3%

0%

60%

４歳(年少) ５歳(年中) ６歳(年長)

H24 H27
10.2 ポイント減少

しました 
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５ ２８年度の⽅向性 

 （１） 歯科健診の実施率（受診率）向上に向けて取り組みます 

     平成２７年度あだちっ子歯科健診の各保育施設等の参加率は全体で９３.６％でした。

参加率１００％を目指し、あだちっ子歯科健診の目的、取り組み内容、効果等を不参加

施設に説明することで、参加を促していきます。また、未通園児等については、実施期

間の前倒し・拡大など、健診受診率向上のための対策を講じていきます。 

 

（２） フォローが必要な子どもの対応を検討します 

未処置のむし歯の本数などからフォローすべきと判断される子どもについては、各保育

施設、幼稚園、保健センター等と連携し、受診確認・勧奨を行う仕組みを構築します。未

通園児・区外通園児の健診未受診者については対象数が膨大であるため、優先してアプロ

ーチすべき対象の絞り込みやフォロー方法等を検討します。 

 

 （３） 集計・分析結果を活用し、各施設等の取り組みに繋げます 

     平成２７年度のあだちっ子歯科健診の分析結果から、下記の課題が見えました。 

・年少児から年中児で、むし歯がある子の割合が１０.４ポイント増加している 

・年長児のむし歯がある子のうち、未処置のむし歯をもつ子は約６２.７％と高い割合

になっている 

・５本以上むし歯がある年長児の割合は、年少児の約２.６倍である 

      以上のことから、家庭への啓発やむし歯がある子の保護者への受診勧奨等、早期か

らの取り組みが重要であることがわかります。 

 

区は、各保育施設、幼稚園等に歯科健診結果をフィードバックするとともに、下記

の３点に重点をおいた取り組みを実施します。 

① 今回の調査結果から、むし歯になる傾向が高い歯を特定し、仕上げみがき等に効

果的に取り組めるよう、各施設や家庭に伝えていきます。 

② 子どもの歯みがき習慣づくりやむし歯予防に活用できるワークシートを作成し、

保育施設・幼稚園等に配布します。 

③ 調査結果から、むし歯がある子どもの割合が高かった園に対しては、個別に働き

かけ、歯科保健事業の取り組みを強化します。 

 

【問合せ先】 

●あだちっ子歯科健診の実施に関すること 

足立区教育委員会子ども家庭部子ども政策課 ０３－３８８０－５２６６ 

●あだちっ子歯科健診の結果分析に関すること 

足立区衛生部こころとからだの健康づくり課 ０３－３８８０－５４３３ 
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